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原　　著
「現代の若者と音楽」に関する調査
川西　孝依（岡山大学大学院教育学研究科）　奥　忍（岡山大学教育学部）
本研究は，現代の若者の音楽嗜好や音楽に対する意識の実態を明らかにするため，中学生，高校生大学生を対象に実態調査を行
ったものである。 調査は次の2つの仮説に基づいて行われた。
仮説1．ほとんどの若者がポピュラー音楽を好む。
仮説2．複数の音楽メディアを利用して音楽を聴く。
調査結果については，約20年前に全国規模で実施されたNHK放送世論調査所による「現代人と音楽」との比較を含めて考察した。
分析・考察の結果「音楽が好き」と答えた92．4％のうち87．7％がポピュラー音楽を好んでいることが明らかになった。 また，様々
なメディア機器が存在する中で，若者が音楽聴取に用いるものは，「CD，船，テープ」など，よりパーソナルなメディアに移行してお
り，「テレビ」「ラジオ」など他のメディア機器に対する絶対的優位性が見られた。
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L　問題提起
現代の日本では，複製メディアを利用して，好きな時に好
きな場所で好きな音楽を聴くことができる。 また人々は，個
人の意志に関わらず，社会に氾濫している多種多様な音・音
楽が耳に入ってくるという状況にもある。
このような音楽化社会の中で，現代の若者の音楽噂好はポ
ピュラー音楽化してしまっているといわれている。 では，彼
らはどのように，どの程度ポピュラー音楽化しているのだろ
うか。
このような若者にとって，学校音楽教育におけるリコーダ
ーや歌唱の授業は，どのような魅力を持つのだろうか。 果た
して学校音楽教育と若者の日常音楽の間に接点は存在するの
だろうか。
学校音楽教育がこlのような間題も含めて新たな教材開発や
授業方法の研究を進めていくためには，まず現代の若者と音
楽に関する実態を知ることが必須の作業である。 したがって
本研究では，中学生　高校生，大学生を対象に音楽について
の嗜好や行動に関する実態調査を行い，彼らの意識や音楽行
動について明らかにしたい。
Ⅱ． 先行研究
NHK放送世論調査所は1981年に，7歳以上の国民3，600人
を対象に大規模な実態調査を行った1）。調査の目的は「現代
に生きる人びとが何を歌い，どんな音楽に浸っているのか，
人びとの音楽に関する意識と行動を，総合軋具体的にとら
え，現代生活の中に深く根おろしている音楽の実態を明らか
にすること」2）である。主な結果は次の3点に集約できる。
・音楽に最も熱中する年齢は，それまで20代前半であった
のが，ビートルズ世代（昭和20～29年生まれ）以後は10代
後半に下がっている。
・音楽を聞くメディアは，全体で1． テレビ2． ラジオ3．
テープ4． レコードであった。 この中で，どのメディアを
とっても，10代後半で極端に利用頻度が高くなっている。
・洩歌が好きな人が全体で糾％に達した。 特に20歳以上で
は，「非常に好き」と「やや好き」という人を合わせると，
8割にも達する。
NHKのように全国調査ではないものの、継続的な調査研究
として杉江（法岡）淑子による一連の研究が挙げられる。 彼
女は1982年，1984年，1985年，1987年の4回にわたって，視
聴覚機器の保有率，視聴覚機器の利用頻度，視聴覚機掛こよ
る聴取形態，外部世界との関わりなどについての調査を行っ
た3）。主な結果を以下に示も
・テープレコーダー，ステレオ，VTRについて，1985年の
調査では，中学生のいる家庭の保有率は人口5万人以上の
都市の全体平均を上回っている。
・家庭に各視聴覚機器を所有している者のうち，中学生本人
がその機器を主に利用している比率は，中学1年生よりも
中学3年生で高い。
・視聴覚メディア世代では，中学生の時期に，ラジオ・テレ
ビなどのマス・メディアからレコード・音楽テープといっ
たパーソナルなメディアを通した音楽聴取行動へと次第
に移行していく。
・レコードや音楽テープなどパーソナルなメディアによる
音楽聴取形態は，外部世界との閉塞性に結びついているの
ではない。 むしろ，視聴覚メディア世代の若者が外部世界
とのつながりを保持しつつ生活していく中での，1つの積
極的な音楽との交わり方の形態であ争。
また，18歳から25歳頃までの年齢階層に属する就学者を
対象に，1985年，1991年，1999年の3回にわたる調査4）で杉
江は，実演芸術の鑑賞状況に影響を与える，生活状況経済
状況，地観文化資本または文化的環境に関わる項目を設け，
さらに，実演芸術の鑑賞を＜ライブ鑑賞＞と＜視聴覚メディ
アを使った鑑賞＞の2つの形態に分けて調査・分析している。
項目別に見た主な結果は次のとおりである。
＜ライブ鑑賞＞
・第1回（1985）から第3回（1999）の14年間で減少している。
・所在地域により差がみられる。全体的に関東地域での年間
鑑賞経験率が高く，ポピュラー音楽と大衆音楽については
近畿地域でも高い。 また，オペラ・ミュージカル，舞踊・
舞踏・バレエ，クラシック音数ポピュラー音楽について
は，第3回目から九州・沖縄地域での鑑賞経験率も高くな
っている。
＜視聴覚メディアを使った鑑賞＞
・第2回（1991）から第3回（1999）の8年間で減少している。
それは，携帯電話による通信やその保持に要する時間的か
つ経済的比重が増加し，その圧迫がCDの売れ行き低下に
影響していると考えられるからである。
・ポピュラー音楽が他の分野に比べ圧倒的に多い。
・ポピュラー音楽以外の実演技術分野の享受者がポピュラ
ー音楽も含めて広い領域を享受しているのに対し，ポピュ
ラー音楽享受者は，他の実演芸術分野をあまり享受してい
ない。
Ⅱ．本調査の仮設
以上の先行研究を踏まえて，この調査では以下の仮説をた
て，アンケートによる意識調査を行った。なお，結果に関し
ては，回答者を対象に適宜補足的な聞き取り調査を行ってい
る。
仮説1：ほとんどの若者がポピュラー音楽を好む。
仮説2：複数の音楽メディアを利用して音楽を聴く。
Ⅳ．調査方法
Ⅳ．1調査対象と調査期間
岡山市内の中学校，倉敷市内の高等学校，岡山大学の学生
計316名。なお，大学生は小学校教員免許法取得のための必
修科目の受講生82名，教育学部音楽教育講座所属生8名，他
学部の学生15名から成る。
Ⅳ．2質問紙について
NK放送世論調査所編『現代人と音楽』5）を参考に質問紙
を作成した（資料1）。
Ⅴ．結果と考察
調査結果については川K放送世論調査（1981）と比較しなが
ら考察したい。
Ⅴ．1音楽メディアを利用した聴取
図1は音楽聴取に利用する，「テレビ」「ラジオ」「CD・MD・
テープ」の各メディアを「ほとんど毎日」あるいは「ときど
き」利用していると答えた人の割合を年層別に表したもので
ある。図から現代の若者の音楽メディア利用頻度は，各メデ
ィアの間ではっきりとした差がみられることがわかる。 最も
利用率が高いのは「CD・船・テープ」で，どの年層において
も80％以上の者が利用者に該当する。年齢上昇に伴う「テレ
ビ」利用頻度の減少は，家庭内で過ごす時間の減少と関連し
ているだろう。ラジオの利用者は全体的に極めて少ない。
この結果をNHKの調査と比較してみると，約20年間で若者
に「CD・MDの・テープ」などのよりパーソナルメディアが定着
し，現在では他のメディアに対する優位性が明らかになって
いる。
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図1音楽メディアの利用頻度
では，最も利用率が高い「CD・MD・テープ」を，若者はど
んなときに聴いているのだろうれこの質問に対する回答を
図2に表す。最も回答率が高いのは「リラックスした時」で，
全体の63．3％を占めている。次いで「車に乗る時」が現．1％，
「眠る前」が43．4％，「勉強中」が42．1％となっている。こ
のことから，現代の若者は多くの場合，何かをしながら音楽
を聞いていることがわかる。ただし，今回の調査には，「音楽
を聴くためだけに聞く」という選択肢を設けていなかったた
め，この点については今後の課題である。
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図2（乳町テープを聴くとき
なぜ若者は「ながら聴取」をするのだろうか，42．1％を占
める「勉強中」の「ながら聴取」について，調査対象者の中
の高校生と大学生，11名にインタビューを行った。彼らから
得られた回答は以下のようなものである。
・機械や作動音だけになるのが嫌。
・周りの雑音が気になる。
・音がないのは育ってきた環境（大家鼠親がピアノの先生）
からいってあまり落ち着かない。
・音楽を流していると落ち着く。
・音がある方が集中できる。
・安定した心理状態で勉強したい。
・音楽を流していると人がいるみたいで安心する。
（静かだと物音が恐い）
・音楽の流れに乗ってペースがよくなる。
・日本人の歌は歌詞が頭に入ってくるから駄目。
・流す曲はクラシックが多い。
・あまり耳に入らない程度の音量やジャンルじゃないと集中
できない。
・問題集などの宿題をするときは流すけど，長文や新しい分
野について勉強するときは流さない。
・音楽を流すとより集中できるけど，かなりの集中力がいる
ときは流さない。 集中の度合いによる。
このような結果から，彼らが音楽の「音」と環境の「音」
を区別してとらえ，環境音に対しては「不安で気分が落ち着
かず」，それを音楽の「音」によって覆い被せようとしている
らしいと推測される。従って勉強中の「ながら聴取」ではど
んな音楽でもよいわけではなく，集中力を拇なわないような
曲目選択や音量調節が行われている。言い換えれば，音の絶
えることのない環境の中で彼らは音楽メディアを利用して自
分にとってよりよい音環境を作り出していると考えられる。
次に，使用する音楽メディアの中でもよりパーソナルな機
器を選択肢に並べ，どんな機器を用いて音楽を聴くか尋ねた。
図3はその結果を学生別に示したものである。 中学生高校
生大学生ともに，「コンポ」を用いる者が多く，全体の63．0％
を占めている。次いで多いのが「ウォークマン」で，全体の
41．5％の者が回答している。ウォークマンは20世紀後半に登
場したメディア機器の中で最も画期的なものである。 軽量で
小さく，ヘッドフォンをつけている者にしか聴こえないため，
特に周囲の状況を気にせず音楽を聴くことができる。 この機
器の登場により，電車の軋歩きながら，自転車に乗りながら
など，家庭外での個人的な音楽聴取が可能になった。
由3　若者が利用するパーソナルなメディア機器
Ⅴ．2生の音楽の聴取
図4は「生の音楽を聞きに行くことがありますか」という
質問に対する回答者の割合を年層別に表したものである。 図
を見ると，20代から急にコンサートに行く人が増えているよ
うに捉えられる。 しかし，この年層の調査対象者のうち
27．6％の者が学校で専門的に音楽を学んでいる音楽教育講座
所属学生であることから，この結果を一般化することは難し
い。
よって，ここでは10代の若者に着目し，NK放送世論調査
と比較することにする。 なお，ここでは，約20年前のニュー
ミュージックは現在ではポップスに該当すると考えて図示し
、ている。
図からわかるように，現在の15～19歳の若者のうち，
ロック・ポップスのコンサートに行くのは15．8％の者であ
り，20年前の同年層の若者と比べると圧倒的に少ない。 一九
クラシックのコンサートに行く10代の若者の割合は20年前
より上回っている。 このことから現代の若者には「生で聴く
音楽といえばクラシック」というイメージが定着していると
考えられる。
では，コンサートホールやライブハウスに行って「生の音
楽を聴く人」と，「CD・炒・テープなどの音楽メディアを利用
して音楽を聴く人」の割合にはどのくらい差があるのだろう
か。
図5は「生の音楽を聴きに行く人」と「CD・紗・テープを
毎日あるいはときどき利用する人」の割合を年層別に示した
ものである。20～23歳で「生で音楽を聴く」人が多いことは，
先に述べたように回答者の属性上の理由から一般化し難い。
しかしそうだとしても，現代の若者の音楽聴取は音楽メディ
アを利用した聴取の方が圧倒的に多いということが明確にわ
かる。
Ⅴ．3好みの音楽
図6は「どんな種類の音楽を聴くのが好きですか」という
質問に対する回答を示したものである。「日本のポップス・ロ
ック」と答えた人は全体の80．7％を占める。次いで「洋楽ポ
ップス・ロック」が41．1％，「クラシック」25．6％，「アニメ・
声優・ゲーム」18．0％という結果であった。ここでもやはり
ポップス・ロックが独占している。
図7は，若者の好みの音楽上位4種に関して年層別に表し
たものである。どの年層においても「日本のポップス・ロック」
が多くの人に好まれていることがわかる。なお，クラシック
に関しては20～23歳の27．6％が音楽教育専攻学生であるため，
この年齢層の一般的な傾向を表しているかどうかについては
今後の課題である。
Ⅴ．4楽器の演奏
次に「楽器の演奏」に関する実態を明らかにし，考察する。
図8は，現在「楽器を演奏している」人の割合を性別・年層
別に表したものである。図からは年齢上昇に伴って楽器を演
奏する人も多くなっているように捉えられる。 しかし今回の
調査では，18歳以上の年層にあたる大学生のうち85．7％の者
が，大学の授業でピアノ演奏に取り組んでいる。 また，音楽
教育専攻学生に関しては他の楽器も演奏している。 よって，
一般的に考えると，18歳以上の年層の若者で「楽器を演奏し
ている」人は図に見られるほど多くはないだろう。
ここでは大学生を含まない12～14歳の年層について，
NHK放送世論調査の結果と比較しながら考察することにする。
本調査では，12～14歳の若者のうち，現在「楽器を演奏し
図4　生の音楽の聴取
図5　生の音楽を聴く人とメディアを通して聞く人
図6　好みの音楽ジャンル
図7　年層別に見た好みの音楽ジャンル上位4種
ている」人の割合は男子が29．3％，女子が56．8％という結果
であった。それに対し，約20年前に行われたNKの調査で
は男子が76％，女子が88％であった。NHK放送世論調査所編
『現代人と音楽』によると，この年層で「楽器を演奏する」
人が多いのは，学校の授業や「おけいこごと」で強制的にさ
せられるからのと理由づけられている。 このことは現在でも
あまり変わっていないだろう。中学校の授業ではリコーダー
などの楽器を吹く機会が必ずあるはずである。 ところが，図
からわかるように中学生を含む牢層において「楽器を演奏し
ている」と答えた人は約20年前と比べて極端に減っている。
その理由は不明であるが，彼らにとって学校でのリコーダー
は「楽器を演奏している」という意織を伴っていないとの推
測も成り立ちうる。この点の解明は今後の課題である。
では，現代の若者に「何か楽器を演奏してみたい」という
欲求はあるのだろうか。図9は「演奏してみたい楽器があり
ますか」という質問に対して「ある」と答えた人の割合を性
別・年層別に表したものである。図から，楽器の演奏に対す
る興味・関心は男子よりも女子の方が強いことがわかる。
演奏してみたい楽器が「ある」と答えた人はどのような楽
器に興味を持っているのだろうか。表1に演奏してみたい楽
器としてあげられたもののうち上位3つを男女別にまとめた。
男子のベスト3には主にバンド演奏で使われる「ギター」「ド
ラム」「ベース」が入っている。このことから，楽器の演奏に
興味がある男子の多くはバンドスタイルに憧れていると考え
られる。また，女子もまた，1位がギターという点では男子
と変わりない。だが，2位バイオリンと3位フルートの割合
を見ると，男子よりもクラシックで使われる楽器に興味をも
っていることがわかる。
Ⅴ．5歌唱
Ⅴ．5．1鼻歌
NHK放送世論調査所編『現代人と音楽』では，「人びとが最
も気楽な形で「行う」音楽は，鼻歌である」と言及されてい
る7）。本調査では，鼻歌を歌う人の割合は，全体で「よく歌
う」32．3％，「ときどき歌う」20．9％，「たまに歌う」22．8％
であり，「たまに」まで含めると76．0％にまで達した。図10
は鼻歌を「よく歌う」と答えた人の割合を性別・年層別に示
したものである。図からわかるように，鼻歌を「よく敵う」
人は男子よりも女子に多い。
NKの調査と比較すると，男子よりも女子の方が「よく歌
う」という点では共通している。しかし，15～19歳の若者は
現代より20年前の方が気楽に鼻歌を口ずさんでいたことが
わかる。
Ⅴ．5．2－人で楽器を弾きながら
一人で楽器を弾きながら歌う人の割合は，全体で「よく歌
う」3．8％，「ときどき歌う」6．0％，「たまに歌う」9．8％で，
「たまに」を含めても19．6％であった。図11は一人で楽器
を弾きながら「よく歌う」と答えた人の割合を性別・年層別
に表したものである；どの年層も男女ともに10％に満たない
一九州髄の調査では10代の若者において男子より女子の方
が「一人で楽器を弾きながらよく歌う」人が多いことが明ら
かである。この2つの調査結果を比べると，どちらも全体的
にかなり低い割合であることがわかる。その中で顕著な点は，
一人で楽器を弾きながら「よく歌う」女子は20年前の方が現
在よりはるかに多かったことである。
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図11－人で楽器を弾きながらよく歌う人
では，一人で楽器を弾きながら歌う人はどのような楽器を
弾きながら歌うのだろうか㌔「よく歌う」と答えた人が現在演
奏している楽器としてあげたものは，「ピアノ」rリコーダー」
「ギター」「ベース」「オルガン」「鉄琴」「クラリネット」で
あった。これらのうち，弾き語りが可能な楽器は「ピアノ」
「ギター」「ベース」「オルガン」である。
図12は一人で楽器を弾きながら「よく歌う」人が現在演奏
している楽器を表したものである。図からわかるように「ピ
アノ」が最も多く，51．0％を占める。その他「ギター」「ベー
ス」「オルガン」については7．7％と同じ割合だった。よって，
ピアノを演奏する人ほど一人で弾きながら「よく歌う」とい
える。
0102030405060％
図12－人で楽器を弾きながらよく歌う人の演奏楽器
Ⅴ．5．3サークルやクラブ活動で
サークルやクラブ活動で歌う人の割合は，全体で「よく歌
う」3．5％，「ときどき歌う」4．4％，「たまに歌う」5．1％であ
り，「たまに」を含めても13．0％にすぎない。図13はサーク
ルやクラブ活動で「よく歌う」と答えた人の割合を性別・年
層別に表したものである。図からわかるように，どの年層を
みて「よう歌う」人は極めて少なく，特に男子については12
～14歳と20～23歳で0％であった。このことから，現代の若
者は歌を歌うサークルやクラブ活動にはあまり積極的に参加
していないことがわかる。
一方，NHKの調査を見ると，15～19歳の女子は比較的積極的
に参加していることがわかる。
12～1415～1920～23歳
図13サークルやクラブ活動でよく歌う人
Ⅴ．5．4カラオケ
カラオケは，元々は男性の中年サラリーマンが中心となっ
て利用していたものである。現在では若者の間にどのくらい
浸透しているのだろうか。
カラオケで歌う人の割合は，h全体で「よく歌う」26．3％，
「ときどき歌う」20．9％，「たまに歌う」17．7％，であり，64．9％
もの若者がカラオケを利用していることが明らかになった。
図14はそのうち「よく歌う」と答えた人の割合を性別・年層
別に表したものである。図から，現在は12～14歳‾啓切りによ
る大きな差があることがわかる。この年層の女子は全体の中
でも最も多い43．2％の人がカラオケで「よく歌う」と答えて
いる。
この結果をNKの調査と比較する。 図からわかるように，
カラオケを利用するのは現代の若者の方が圧倒的に多い。 特
に12～14歳の女子では20年前と大きく変わっている。この
ようなことから，ここ20年間で若者の間にカラオケが浸透し，
さらに利用者も低年齢化していることがわかる。 また，現代
の若者はカラオケで気軽に歌を歌えるようになったため，サ
ークルやクラブ活動などの公共の場で歌う人が減ったとも推
測できる。
Ⅴ．5．5学校の授業で
図15は音楽の授業を受ける中学生と高校生において，学校
の授業で「よく歌う」と答えた人の割合を性別に表したもの
である。なお，高校生については芸術選択で「音楽」を選択
している者の中での比率を表している。また，調査はクラス単
位で行ったので男女ともに授業内容は同じであると思われる。
図からわかるように，学校の授業で「よく歌う」と答えた人
が最も少ないのは中学生女子である。しかし，中学生女子は
カラオケでは「よく歌う」と答えた人が最も多かった。 実際
の数値を見ても「学校の授業」21．7％「カラオケ」43．2％，
と約2倍の差がある。このことから，カラオケ現象は学校の
授業における歌唱にも影響を与えていると考えられる。
次に，読譜に関する実態を明らかにする。
図16は「歌の楽譜を見ただけで，メロディーを口ずさむこ
とができますか」という質問に対して「できる」と答えた人
の割合を年層別に表したものである。図からわかるように，
年齢による差はあまり見られない。しかし，カラオケに関す
る回答と対照させてみると，一よく歌う」と答えた人は全体の
64．9％にまで達したのに対し，歌の楽譜を見てメロディーを
口ずさむことが「できる」人は，全体の30．7％である。この
ことから，彼らはCDやMDを利用し，耳から曲を覚えるとい
うことが考えられる。多くの若者は，歌を歌うにあたってほ
とんど読譜力を必要としていないともいえるだろう。
図16　歌の楽譜を見ただけでメロディーを
口ずさむことのできる人
Ⅴ．6創作
音楽行動においで最も積極的な活動は創作活動であるよう
に思われる。最近では路上やライブハウスで自作の曲を演奏
する若者が増えてきたといわれている。 では，実際にどれほ
どの若者が創作活動に取り組んでいるのか，その実態を明ら
かにしたい。
図17は「音楽の創作活動をしていますか」という質問に対
し，「している」と答えた人の割合を学生別に表したものであ
る。作詞・作曲などの創作をしている人の割合は，全体でも
10％に満たない。その中でも多いのは高校生の9．1％である。
また，性別による差はほとんど見られない。
現在は創作をしていなくても「創作してみたい」という意
欲のある人はどのくらいいるのだろうれ図18は創作活動を
「してみたいと思う」と答えた人の割合を表したものである。
実際に創作をしている人と同様，創作意欲がある人も高校生
に最も多く，回答者の24．6％を占める。また，図からわかる
ように性別による大きな差が見られる。 創作意欲は全体的に
女子の方が強いようである。
Ⅴ．7音楽への熱中
図19は「いちばん音楽に熱中した頃」を問う質問に対する
回答を回答者の学校種によるグループ別に示したものである。
中学生の回答をみると，彼らは年齢が上がるにつれて音楽
への熱中も強くなったことがわかる。今項在である「中学校」
時代と答えた回答者が多く，45．5％を占める。
高校生についても年齢とともに音楽への熱中は強まる傾向
が見られる。ただし「中学生」時代ピークであった回答者が
41．9％で最も多かった。次いで現在の「高校」時代が30．9％
見られる。
大学生では了高校」時代と答えた回答者が最も多く，29．4％
を占める。次いで「中学校」時代が26．7％という結果であっ
た。
01020304050％
図19いちばん音楽に熱中した頃
図20は若者が音楽に熱中したキッカケを示したものであ
る。「友人・知人の影響で」熱中した人が最も多く，全体の
29．7％を占める。ファッションにおける流行と同じように，
友人・知人と同じ音楽を好きになることで，仲間意識を高め
ようとしているのではないだろうれ
010203040％
図20音楽に熱中したキッカケ
Ⅴ．8音楽に対する意識
次に，彼らが音楽に対してどのような意識を持っているの
か，その実態を明らかにしたい。
図21は「音楽について，日ごろ感じていることはどんなこ
とですか」という質問に対する国毎を表したものである。 「音
楽によって生活が明るく豊かになる」と答えた人が最も多く，
全体の61．1％にまで達した。続いて「音楽によって感動を味
わえる」「音楽を聞いていると，仕事や勉強がはかどる」「音
楽は自分だけの世界を作ってくれる」という順で回答率が高
かった。現代の若者の多くは音楽を肯定的に捉え，自分の生
活あるいは自分自身に良い影響を与えると認識しているよう
である。
010203040506070％
図21音楽について日ごろ感じていること
音楽が好きな現代の若者は「非常に好き」と「やや好き」
を合わせると，全体の92．4％にまで達した。図22はその中
でも音楽が「非常に好き」と答えた人の割合を年層別に表し
たものである。図からわかるように，醜，音楽が「非常に
好き」な人は年齢が上がるにつれて増加してい． る。回答率は
低い年層順にそれぞれ48．7％，56．5％，65．5％であった。こ
の結果をNKの調査と比較すると，現在では全体的に音楽好．
きが低年齢化していることがわかる。
12～1415～1920～23歳
図22音楽が非常に好きな人
また，スポーツ・文学・美術・演劇・映画・科学・音楽の中から
興味・関心のある順に番号をつけてもらった。 表2は，その
順位を年層別に表したものである。表からわかるように，音
楽はどの年層でも上位に位置づけられている。 他の分野と比
較しても，音楽は現代の若者にとって大変身近なものである
ということだろう。
Ⅴ．9まとめ
以上，中学生，高校生，大学生を対象に行った「現代の若
者と音楽」に関する調査の結果について考察した。 最後に，
この結果を調査前にたてた仮説と照合したい。
仮説1：ほとんどの若者がポピュラー音楽を好む。
回答者の92．4％が「音楽が好き」と答えた。 ；の中でポ
ピュラー音楽を好む者は87．7％である。 このことから，若
者の音楽嗜好はポピュラー音楽に偏っているといえる。 よっ
て，この仮説は正しいことが検証された。
仮説2：複数の音楽メディアを利用して音楽を聴く。
「テレビ」「ラジオ」「CD・抑・テープ」の利用率には大き
な差が見られ，現代の若者が主に利用するのは「①・腑・テ
ープ」など，よりパーソナルなメディアであることがわかっ
た。よって，複数のメディアを頻繁に利用するのは限られた
者であるので，この仮説は一般的には当てはまらない。
また，仮説以外で判明した点は以下のとおりである。
・現代の若者は何かをしながら音楽を聞くことがよくある。
あるいは，音楽を聞きながら何かをすることがある。 文字
通り「ながら聴軌である。 これは若者にとって音楽が環
境化してしまっていることを表しているように思う。
・ほとんどの著者は音楽メディアを用いて「毎日」あるいは
1「ときどき」音楽を聴いている。 しかし，楽器を演奏して
いる人は非常に少ない。 現代の若者の音楽行動は「聴く」
ことが中心であると考えられる。
・「音楽が好き」という人が非常に多し㌔しかし，彼らは本当
に音楽を好んでいるのだろうカ㌔音楽の本質に触れるため
には，聴くことやカラオケで歌うことに留まらず，もっと
多様な音楽体験をする必要があるだろう。
・カラオケでよく歌う人に対し，楽譜が読める人は約半数で
ある。したがって，学校音楽教育における読譜指導が有効
に機能しているのか否か疑問である。
以上の内容について杉江調査結果と比較すると，全体的に
傾向はほぼ」致しており，大きな相違点は特に見られない。
とりわけ，本研究の2つの仮説に関係する2点，すなわち，
中学生の時期からパーソナルなメディアを通した音楽聴取行
動が見られるという息また，音寒メディアを利用した音楽
聴取ではポピュラー音楽が他の分野に比べ圧倒的に多いとい
う点が注目される。 なお，杉江調査の項目，視聴覚機器の保
有率，外部世界との関わり，生活状況、経済状況、地域、文
化資本または文化的環境など，音楽鑑賞状況に影響を与える
ものに関する実態については本調査では扱っていない。 これ
らは今後の課題である。
Ⅵ．おわりに
今回の調査によって現代の若者と音楽に関する実態の一端
を知ることができた。 若者の音楽行動や意識は社会とともに
変化しつづける。 また，ポピュラー音楽自体も社会と密接に
結びつき，変化している。 したがって，若者と音楽に関する
実態については，今回の調査に留まらず，継続的な研究が必
要となる。また今後は，ポピュラー音楽そのものを分析する
など音楽的側面にも目を向け，若者に密着しているポピュラ
ー音楽を学校音楽教育の中でどのように扱うことができるか
研究を進めていきたい。
最後になりましたが，本調査を行うにあたりご協力いただ
いた岡山中央中学校，倉敷南高等学軋岡山大学の皆様に，
心より御礼を申し上げます。
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